
平成22年阿南市成人式が挙行され、新成人たちの華やかな衣装と若さあふれる笑顔で会場は輝きに
満ちあふれていました。今年の阿南市の新成人数は794人です。（１月10日：阿南市民会館にて撮影）
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徳
島
県
知
事
表
彰 

▼
山
下　

公
・
高
田　

正
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
田
上
昌
徳
（
中
野
島
分

団
）
▼
荒
井
裕
之
（
宝
田
分
団
）
▼

朝
田
庄
二
（
長
生
分
団
）
▼
天
羽
泰

義
・
丸
山
茂
明
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
佐
竹
敏
之
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
来

宝
浩
資
（
見
能
林
分
団
）
▼
太
尾
雅

史
・
松
田
高
文
（
以
上
橘
分
団
）
▼

清
本
宜
計
（
桑
野
分
団
）
▼
久
米
和

徳
（
新
野
分
団
）
▼
福
谷
一
憲
（
福

井
分
団
）
▼
笠
井
英
司
（
椿
分
団
）

▼
杉
野
幸
一
（
那
賀
川
分
団
）
▼
才

見
芳
史
・
関
口
重
敏
（
以
上
羽
ノ
浦

分
団
）
▼
河
野
庸
雄
・
竹
治
稔
文
（
以

上
消
防
本
部
）

 

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

 

（
功
績
章
）

▼
松
本
宏
幸
（
富
岡
分
団
）
▼
岡
本

孝
司
（
中
野
島
分
団
）
▼
清
崎
政
信

（
宝
田
分
団
）
▼
神
元
清
美
（
長
生

分
団
）
▼
天
羽
泰
義
（
大
野
分
団
）

▼
竹
路
正
行
（
加
茂
谷
分
団
）
▼
勢

合　

真
（
見
能
林
分
団
）
▼
太
尾
雅

史
（
橘
分
団
）
▼
畠
山
繁
輝
・
山
田

章
夫
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
金
久　

博
（
新
野
分
団
）
▼
井
坂　

卯
・
阿

部
寛
文
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
西
内

　
新
春
恒
例
の
阿
南
市
消
防
出
初
式
が
１
月

10
日
、
文
化
会
館
夢
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
防
火
へ
の
意
識
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
参
集
し
た
阿
南
市
消
防
職
員
並
び

に
消
防
団
員
等
約
６
０
０
人
を
前
に
、
岩
浅

市
長
は
「
安
全
安
心
な
社
会
の
実
現
を
求
め

る
市
民
の
願
い
と
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
消
防
の
任
務
責
任
は
完
全
に
一
致
し
て

い
る
。
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
精
進
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
。

　
続
い
て
、
中
川
正
消
防
団
長
よ
り
訓
辞
が

行
わ
れ
た
後
、
長
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活

動
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の
方
々
に
対
し
て
、

表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
と
財
産
を
守
る

－

阿
南
市
消
防
出
初
式

－
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三
千
年（
椿
分
団
）▼
奥
井
清
明（
那

賀
川
分
団
）
▼
才
見
芳
史
（
羽
ノ
浦

分
団
）

（
精
績
章
）

▼
近
藤
良
行
・
新
居
正
司
・
高
田　

正
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
遠
藤
和
夫
・

松
下
修
三
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

福
田
正
志
（
宝
田
分
団
）
▼
橋
本
卓

治
・
林　

博
之
（
以
上
長
生
分
団
）

▼
中
道
信
弘
・
三
木　

晃
（
以
上
大

野
分
団
）
▼
山
本
茂
晴
・
湯
浅
正
則
・

岩
田
浩
文
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

尾
崎
和
男
・
西　

裕
司
・
松
尾
芳
記

（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
中
西
栄
二
・

計
盛
博
司
（
以
上
橘
分
団
）
▼
井
坂

達
也
・
宮
本
浩
二
（
以
上
桑
野
分
団
）

▼
中
原
幸
志
朗
・
髙
井
彰
郎
・
久
米

和
徳
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
原　

嘉

彦
・
俵
内
計
宏
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
藤
田
功
・
小
川
純
史
・
神
野
達
夫

（
以
上
椿
分
団
）
▼
平
賀
章
平
・
福

岡
泰
行
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
尾

崎
浩
司
・
矢
部　

剛
（
以
上
羽
ノ
浦

分
団
）

 

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
田
中
良
典
・
清
田
和
史
・
木
田
裕

夢
・
早
瀬
太
二
（
以
上
富
岡
分
団
）

▼
中
西
英
樹
・
佐
々
木
佳
毅
・
阿
部

和
生
・
荒
木
大
輔
・
中
野
広
次
（
以

上
中
野
島
分
団
）
▼
佐
藤
知
宏
（
宝

田
分
団
）
▼
倉
橋
良
徳
・
清
崎
達
史
・

岡
久
正
樹
・
大
羽
建
治
（
以
上
長
生

分
団
）
▼
湯
浅
嘉
文
・
竹
内
仁
志
・

片
山
俊
光
・
中
西
伴
起
・
亀
島
正
敏

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
森
野　

剛
・

吉
谷
智
雄
・
槙
野
哲
也
・
桑
内
圭
介
・

松
川
政
治
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼

山
田
幸
雄
・
横
田
仁
一
（
以
上
桑
野

分
団
）
▼
谷　

哲
郎
・
吉
田
陽
一
・

野
々
宮
新
民
・
福
良
伸
一
・
船
木
武

納
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
髙
鶴
昇
志
・

桑
原　

忍
（
以
上
福
井
分
団
）
▼
助

田
康
洋
・
阿
利
英
樹
・
米
山
計
磨
・

椋
本
竜
馬
（
以
上
椿
分
団
）
▼
長
地

伸
也
・
小
松
博
美
・
落
合
正
一
・
平

田
敬
二
・
露
本
文
博
（
以
上
那
賀
川

分
団
）
▼
八
幡
浩
史
・
鎌
田
義
広
・

福
岡
達
也
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
佐
々
木
彰
之
・
中
澤
真
也
・
岡　

永
士
・
中
川
竜
次
・
大
西
敏
雄
・
島

康
成
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
赤
井
義

樹
・
吉
田
功
一
・
中
田
将
規
・
吉
田

成
位
・
松
川
雅
彦
・
西
川
武
彦
・
田

神
浩
貴
・
田
上
俊
夫
・
山
本
弘
幸
・

西
浦
孝
典
・
西
野
嘉
晋
・
森
本
吉
則
・

佐
藤
和
彦
・
間
谷
一
正
・
小
出
展
大
・

笠
井
貴
博
・
佐
野
雅
彦
（
以
上
中
野

島
分
団
）
▼
勢
井　

聡
・
川
田
浩
二
・

寺
崎
毅
治
・
岡
久
彰
浩
・
山
本
洋
平
・

岸
本　

学
（
以
上
宝
田
分
団
）
▼
岡

久
武
司
・
坪
内
祐
二
（
以
上
長
生
分

団
）
▼
清
原
正
克
（
大
野
分
団
）
▼

坂
本
和
裕
・
大
岡
孝
二
郎
・
須
藤
修

司
・
森　

弘
幸
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）

▼
八
木
健
造
（
見
能
林
分
団
）
▼
甘

利
政
実
・
船
越
達
也
（
以
上
橘
分
団
）

▼
柳
田
直
樹
・
中
野
菊
也
・
嘉
見
暢

展
・
岸　

耕
司
・
岩
田
亘
平
・
遠
藤

俊
明
・
小
栗
博
志
・
大
西
義
浩
・
柳

田
大
介
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
国
吉

友
一
・
岩
浅
竜
也
・
鎌
田
浩
司
・
鶴

羽
弘
憲
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
野
村

隼
人
・
大
坪
浩
之
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
池
内
竜
哉
・
川
西
直
也
・
川
西　

智
・
神
野
勇
樹
・
伊
勢
直
人
（
以
上

椿
分
団
）
▼
奥
田
繁
利
・
北
田
拓
治
・

瀧
口　

誠
・
小
川
康
弘
・
村
上
正
浩
・

奥
田　

剛
・
田
上
豪
英
（
以
上
那
賀

川
分
団
）
▼
奈
良
信
地
郎
・
龍
田
昌

浩
・
富
永
祐
司
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

徳
島
県
消
防
協
会
長

 

内
助
功
績
感
謝
状

▼
武
市
幸
代
・
荒
井
多
賀
子
・
湯
浅

初
美
・
竹
亭　

幸
・
仁
木
益
代
（
以

上
宝
田
分
団
）
▼
中
村
一
子
・
山
川

孝
子
（
以
上
長
生
分
団
）
▼
美
馬
循

子
（
大
野
分
団
）
▼
佐
々
栄
子
・
服

部
千
鶴
・
中
浦
仁
美
（
以
上
加
茂
谷

分
団
）
▼
高
島
則
子
・
杉
本
正
美
（
以

上
見
能
林
分
団
）▼
小
西
久
美
子（
橘

分
団
）
▼
江
本
ひ
と
み
（
桑
野
分
団
）

▼
髙
見
明
美
・
瀬
藤
惠
美
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
宮
崎
美
津
枝
・
尾
崎
由

美
・
神
野
久
代
・
神
野
利
惠
（
以
上

椿
分
団
）
▼
澤
田
真
由
美
（
那
賀
川

分
団
）
▼
才
見
康
子
・
岩
原
さ
と
み

（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

▼
橘
分
団
▼
桑
野
分
団

 
阿
南
市
長
感
謝
状
（
内
助
功
績
）

▼
横
田
紀
惠
・
松
田
和
子
・
前
川
美

香
・
石
川
宙
枝
・
田
上
賀
子
・
岡
本

千
秋
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼
田
中

眞
理
（
宝
田
分
団
）
▼
橋
本
美
恵
子
・

林　

典
子
・
徳
永
ヒ
サ
エ
・
山
川
雅

恵
・
岡
久
ま
ゆ
み
・
久
積
京
子
・
朝

田
絵
美
子
・
澤
井
由
美
（
以
上
長
生

分
団
）
▼
岡
本
裕
子
・
森
野
紋
子
・

湯
浅
滿
子
・
原
田　

正
・
湯
浅
福
美

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
岡
部
弘
子

（
橘
分
団
）
▼
畠
山
静
子
・
清
本
三

知
代
・
小
西
光
江
・
柳
田
裕
子
（
以

上
桑
野
分
団
）
▼
髙
井　

操
・
森
美

代
子
・
前
川
和
美
（
以
上
新
野
分
団
）

▼
天
羽
し
の
ぶ
・
棚
橋
博
美
（
以
上

椿
分
団
）
▼
清
野
春
代
（
那
賀
川
分

団
）
▼
那
住
朋
子
・
十
川
真
理
子
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
廣
瀬
宜
夫
（
橘
町
）
▼
西
下
蔦
夫

（
新
野
町
）

 

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状
（
無
火
災
）

▼
宝
田
分
団
▼
長
生
分
団
▼
加
茂
谷

分
団
▼
見
能
林
分
団
▼
桑
野
分
団
▼

椿
分
団

※
お
名
前
の
表
記
に
つ
き
ま
し
て
は
、

可
能
な
限
り
人
名
用
漢
字
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ
き

ま
し
て
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
い
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

式辞を述べる岩浅市長

長年にわたって団員を支え続けてきた家族に対して感謝状が
贈られました。
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昨
年
の
８
月
19
日
に
開
幕
し
ま
し

た
「
平
成
21
年
度
阿
南
市
体
育
祭
」

は
、
１
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
無
事
に
全
日

程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
計
３
，
５
９
０
人
に
も
及
ぶ
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が

日
々
の
練
習
に
励
み
挑
ん
だ
21
競
技

の
優
勝
者
と
優
勝
団
体
（
競
技
に
よ

っ
て
は
優
秀
者
を
含
む
）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（　

）
内
は
所
属
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

中
学
校
男
子　
桑
坂
・
中
川
（
羽
ノ

浦
中
）▼
同
女
子　
前
川
・
杉
本（
美
）

（
阿
南
中
）
▼
一
般
男
子
Ａ　
鵜
尾
・

吉
岡
（
阿
南
ク
）
▼
一
般
男
子
Ｂ　

友
成
・
近
藤
（
富
岡
西
）
▼
一
般
女

子　
庄
野
・
安
永
（
ア
イ
ビ
ー
）
▼

シ
ニ
ア　
紅
露
・
大
平

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

小
学
男
子　
鶴
羽
祐
樹
▼
小
四
年
以

下
女
子　
戸
川
ひ
ろ
の
▼
小
五
・
六

年
女
子　
森
吉
瑠
璃
子
▼
高
校
男
子

大
西　

誠
▼
一
般
男
子　

黒
川
貴

史
・
竹
内
崇
哲

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
部　
西
平
知
加

（
長
生
ク
）
▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
３

部　
岩
崎
睦
子
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
女

子
ダ
ブ
ル
ス
１
部　
大
谷　

恵
・
挟

谷
衣
知
子
▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
部　

沖
野
美
由
起
・
久
次
米
美
季
▼
女
子

ダ
ブ
ル
ス
３
部　
岩
崎
睦
子
・
東
條

未
早
希
▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部　

小
川
浩
之
（
日
亜
）
▼
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
２
部　

近
藤
貴
資
（
阿
南
ク
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
部　
新
開
大

地
（
阿
南
工
）
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１

部　
小
川
浩
之
・
井
上
英
樹
▼
男
子

ダ
ブ
ル
ス
２
部　
森
本
龍
彦
・
山
田

喜
久
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
３
部　
西
條

陽
一
郎
・
近
藤
久
嗣

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

一
般
男
子　
見
能
林
体
協
Ａ
▼
レ
デ

ィ
ー
ス　
富
岡
体
協
チ
ェ
リ
ー

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

１
コ
ー
ト　
井
関
▼
２
コ
ー
ト　
岩

脇【
剣
道
】

小
学
校
団
体　
錬
武
館
▼
小
学
校
個

人　
川
田
将
也
（
至
誠
館
）
▼
中
学

校
男
子
団
体　
羽
ノ
浦
中
学
校
▼
中

学
校
男
子
個
人　
上
田
雅
大
（
羽
ノ

浦
中
）
▼
中
学
校
女
子
団
体　
那
賀

川
中
学
校
▼
中
学
校
女
子
個
人　
松

本
美
紗
樹
（
那
賀
川
中
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子　
富
岡
体
協
▼
女
子　
見
能
林

体
協

【
銃
剣
道
】

一
般　
乾　

政
博
▼
高
齢　
小
倉
平

吉
▼
短
剣　
戸
田
優
禎

【
柔
道
】

◎
個
人
の
部　
幼
児　
樋
富
力
斗
▼

一
年　
井
本
壮
真
▼
二
年　
藤
目
桃

花
▼
三
年　
延
口
愛
咲
▼
四
年　
竹

内
翔
雅
▼
五
年　
延
口
美
咲
▼
六
年

山
下　

快
▼
中
学
男
子
一
年　
松
本

健
太
▼
中
学
男
子
二
年　
山
本
大
地

▼
中
学
女
子　
田
上
祐
希
▼
高
校
・

一
般
男
子　
中
山
恭
幸
▼
高
校
・
一

般
女
子　
井
本
友
子

◎
団
体
の
部　
高
校
・
一
般　
阿
南

中
学
校
Ｏ
Ｂ

【
相
撲
】

小
男
子
団
体　
長
生
小
Ａ
▼
小
女
子

団
体　
今
津
小
Ａ
▼
小
四
年
男
子
Ａ

武
田
笑
弥
（
椿
）
▼
小
四
年
男
子
Ｂ

米
田
龍
太
郎
（
長
生
）
▼
小
四
年
女

子　
本
村
真
帆
（
富
岡
）
▼
小
五
年

男
子
Ａ　
黒
田　

卓
（
富
岡
）
▼
小

五
年
男
子
Ｂ　
井
上
勇
太（
見
能
林
）

▼
小
五
年
女
子　
岸
本
み
な
み
（
今

津
）
▼
小
六
年
男
子
Ａ　
山
本
利
昌

（
中
野
島
）
▼
小
六
年
男
子
Ｂ　

米

田
武
蔵
（
長
生
）
▼
小
六
年
女
子　

兼
任
ひ
か
る
（
新
野
）

【
軟
式
野
球
】

一
般　
中
野
島
体
協
▼
壮
年　
大
野

体
協

【
卓
球
】

男
子　
み
な
み
ク
ラ
ブ
▼
女
子　
み

な
み
ク
ラ
ブ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子　
桑
野
ク
ラ
ブ
▼
女
子　
ミ
ス

テ
ィ
ー

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

団
体　
今
津
ク
ラ
ブ
▼
個
人　
宮
石

敏
子

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

中
学
生
の
部　
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ａ
▼
男

子　
阿
南
工
業
ホ
ワ
イ
ト
▼
女
子　

太
陽

【
体
操
】

◎
幼
児　
総
合　
免
田
静
虎
▼
マ
ッ

ト　
小
川
智
生
▼
跳
び
箱　
免
田
静

虎
▼
鉄
棒　
免
田
静
虎
▼
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　
免
田
静
虎

◎
小
学
校
低
学
年　
男
子
総
合　
知

賀
竜
一
▼
同
マ
ッ
ト　
知
賀
竜
一
▼

同
跳
び
箱　
知
賀
竜
一
▼
同
鉄
棒　

知
賀
竜
一
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　
知

賀
竜
一
▼
女
子
総
合　
山
下
真
侑
▼

同
マ
ッ
ト　
山
下
真
侑
▼
同
跳
び
箱

山
下
真
侑
▼
同
鉄
棒　
山
下
真
侑
▼

同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　
山
下
真
侑

◎
小
学
校
高
学
年　
男
子
総
合　
桝

山
広
大
▼
同
マ
ッ
ト　
渡
辺
公
貴
▼

同
跳
び
箱　
桝
山
広
大
▼
同
鉄
棒　

渡
辺
公
貴
▼
同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　
桝

山
広
大
▼
女
子
総
合　
佐
野
里
恵
▼

同
マ
ッ
ト　
蔭
岡
み
く
▼
同
跳
び
箱

佐
野
里
恵
▼
同
鉄
棒　
佐
野
里
恵
▼

平
成
21
年
度

阿
南
市
体
育
祭
優
秀
者
・
優
秀
団
体
発
表
（敬称略）
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同
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　
土
肥
梨
奈

【
水
泳
】

◎
自
由
形　
小
一
〜
三
年
男
子
25
ｍ

小
島
健
太
郎
（
平
島
小
）
▼
同
女
子

湯
口
稚
菜
（
羽
ノ
浦
小
）
▼
小
四
〜

六
年
男
子
25
ｍ　
多
田
大
輝
（
長
生

小
）
▼
同
女
子　
多
田
星
来
（
長
生

小
）
▼
50
才
以
上
男
子
25
ｍ　
一
森

勇
人
▼
60
才
以
上
男
子
25
ｍ　
佐
野

方
幸
▼
70
才
以
上
男
子
25
ｍ　
魚
住

敬
信
▼
小
四
〜
六
年
男
子
50
ｍ　
山

田
倖
平
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子　
山

崎
未
音
（
中
野
島
小
）
▼
中
学
男
子

50
ｍ　
山
田
修
平
（
阿
南
中
）
▼
同

女
子　
松
本
明
奈
（
阿
南
中
）
▼
高

校
男
子
50
ｍ　
一
森
大
尚
▼
一
般
男

子
50
ｍ　
橋
本
紘
一
▼
中
学
男
子
１

０
０
ｍ　

井
村
隆
二
郎
（
阿
南
中
）

▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

松
本
明
奈

（
阿
南
中
）

◎
平
泳
ぎ　
小
一
〜
三
年
男
子
25
ｍ

小
島
健
太
郎
（
平
島
小
）
▼
同
女
子

林　

理
紗
（
中
野
島
小
）
▼
小
四
〜

六
年
男
子
25
ｍ　
野
村
隆
貴
（
富
岡

小
）
▼
同
女
子　
野
村
侑
香
（
富
岡

小
）
▼
小
四
〜
六
年
男
子
50
ｍ　
多

田
大
輝
（
長
生
小
）
▼
同
女
子　
野

村
侑
香
（
富
岡
小
）
▼
中
学
男
子
50

ｍ　
米
田
研
志
（
阿
南
中
）
▼
中
学

男
子
１
０
０
ｍ　
米
田
研
志
（
阿
南

中
）

◎
背
泳
ぎ　
小
一
〜
三
年
男
子
25
ｍ

福
原
慎
太
朗
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子

湯
口
稚
菜
（
羽
ノ
浦
小
）
▼
小
四
〜

六
年
男
子
25
ｍ　
市
原
瑞
樹
（
富
岡

小
）
▼
同
女
子　
村
上
智
紗
（
今
津

小
）
▼
小
四
〜
六
年
男
子
50
ｍ　
溝

木
隆
太
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子　
村

上
智
紗
（
今
津
小
）
▼
中
学
男
子
50

ｍ　
井
村
隆
二
郎
（
椿
町
中
）
▼
70

才
以
上
男
子
25
ｍ　
魚
住
敬
信

◎
バ
タ
フ
ラ
イ　
小
一
〜
三
年
男
子

25
ｍ　

福
原
慎
太
朗
（
富
岡
小
）　

▼
同
女
子　
林　

理
紗（
中
野
島
小
）

▼
小
四
〜
六
年
男
子
25
ｍ　
根
本　

駿
（
富
岡
小
）
▼
同
女
子　
松
田
華

奈
（
津
乃
峰
小
）
▼
中
学
男
子
50
ｍ

山
田
修
平
（
阿
南
中
）
▼
同
女
子　

湯
口
菜
々
美
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
高
校

男
子
50
ｍ　
一
森
大
尚

◎
個
人
メ
ド
レ
ー　
小
四
〜
六
年
男

子
１
０
０
ｍ　
大
久
佐
敦
志
（
富
岡

小
）
▼
同
女
子　
松
田
華
奈
（
津
乃

峰
小
）

【
陸
上
】

◎
小
学
校
の
部　
小
五
男
子
１
０
０

ｍ　
岩
佐
裕
真
▼
同
女
子　
椋
下
美

里
▼
小
六
男
子
１
０
０
ｍ　
中
山
昌

孝
▼
同
女
子　
杉
本
納
愛
▼
小
五
男

子
１
０
０
０
ｍ　
笠
井
康
平
▼
同
女

子　
吉
成
佑
奈
▼
小
六
男
子
１
０
０

０
ｍ　
原　

凌
太
▼
同
女
子　
福
良

郁
美
▼
小
五
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

中
山
蒼
斗
▼
同
女
子　
藤
田
も
も
夏

▼
小
六
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　
佐
野

寛
和
▼
同
女
子　
住
瀬
未
空
▼
男
子

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
富
岡
小
学
校
▼

同
女
子　
今
津
小
学
校
▼
小
五
男
子

走
高
跳　
守
野
尚
弥
▼
同
女
子　
中

西
夏
香
▼
小
六
男
子
走
高
跳　
岡
田

尚
也
▼
同
女
子　
和
泉
優
子
▼
小
五

男
子
走
幅
跳　
高
島　

悠
▼
同
女
子

山
添
凪
乃
▼
小
六
男
子
走
幅
跳　
福

本
将
輝
▼
同
女
子　
品
川
千
尋
▼
小

五
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　
松
田
龍

希
▼
同
女
子　
山
川
茜
里
▼
小
六
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　
四
宮
瑠
可
▼

同
女
子　
亀
尾
美
緒

◎
中
学
校
の
部　
男
子
１
０
０
ｍ　

野
村
奈
作
▼
同
女
子　
中
西
玲
香
▼

女
子
２
０
０
ｍ　
中
西
玲
香
▼
男
子

１
５
０
０
ｍ　
岡
田
祐
司
▼
同
女
子

岡
久
純
怜
▼
男
子
３
０
０
０
ｍ　
栗

林　

樹
▼
男
子
走
高
跳　
住
友
琢
馬

▼
同
女
子　
中
西
千
華
▼
女
子
走
幅

跳　
野
元
美
鈴
▼
男
子
円
盤
投(

１

㎏)　
野
元
大
地
▼
女
子
円
盤
投　

加
藤
麻
優
子

◎
高
校
・
一
般
の
部　
男
子
１
０
０

ｍ　
小
原
好
輝
▼
50
才
以
上
男
子
１

０
０
ｍ　
小
松
富
久
▼
男
子
２
０
０

ｍ　
松
田
浩
宗
▼
男
子
４
０
０
ｍ　

武
市　

真
▼
同
女
子　
登
家
由
記
子

▼
男
子
１
５
０
０
ｍ　
川
内
俊
弥
▼

男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
勝
浦
高
校

▼
50
才
以
上
男
子
走
幅
跳　
小
松
富

久
▼
男
子
三
段
跳
び　
坂
東
健
治
▼

男
子
走
高
跳　
串
宮
健
太

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

中
野
島
小
Ａ

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅

に
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
阿
南
市
火
災
予
防

条
例
で
設
置
・
維
持
の
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の

Q１A　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
増

加
し
て
い
る
た
め
。

い
つ
か
ら

Q２A　
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
住
宅
は

Q３A　
一
般
の
戸
建
て
住
宅
、
店
舗

併
用
住
宅
の
住
宅
部
分
、
共
同
住

宅
、
寄
宿
舎
な
ど
す
べ
て
の
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
自
動
火

災
報
知
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は

不
要
で
す
。）

設
置
場
所
は

Q４A　
寝
室
（
普
段
就
寝
し
て
い
る

部
屋
）、
階
段
（
寝
室
が
二
階
な

ど
の
場
合
）
の
ほ
か
、
台
所
や
居

間
に
も
で
き
る
だ
け
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

ど
ん
な
も
の

Q５A　
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
煙
式

（
煙
を
感
知
す
る
も
の
）と
熱
式（
熱

を
感
知
す
る
も
の
）
が
あ
り
ま
す
。

煙
式
は
寝
室
や
階
段
、
廊
下
に
、
熱

式
は
台
所
な
ど
火
を
使
用
す
る
場
所

に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
乾
電
池
タ

イ
プ
や
家
庭
用
電
源
タ
イ
プ
な
ど
が

あ
り
、
警
報
器
に
は
国
で
定
め
る
基

準
が
あ
り
ま
す
の
で
鑑
定
マ
ー
ク

（
Ｎ
Ｓ
）
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
!!

　

高
額
の
訪
問
販
売
等
不
適
正
販
売

の
横
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
不

審
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、
は
っ
き
り

断
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
よ
く
調
べ
て

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
９
）
へ

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
で
す
！
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だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
地
域
支
援
課
内
阿

南
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
（
☎
22 

－

７
４
０
４
）
ま
で
。
運
行
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
徳
島
バ
ス
阿
南

株
式
会
社
（
☎
27

－

０
４
８
０
）
へ

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

「
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

蒲
生
田
岬
〜
現
在
・
過
去
・
未
来

　

四
国
最
東
端
に
位
置
す
る
蒲
生
田

地
区
は
、
舞
子
島
古
墳
を
は
じ
め
と

す
る
古
代
人
の
居
住
地
で
あ
り
、
古

事
記
の
「
稲
羽
の
白
兎
伝
説
」
の
舞

台
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地

と
し
て
も
有
名
で
あ
り
、
サ
ー
フ
ィ

ン
や
釣
り
の
愛
好
家
も
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
船
瀬
温
泉
を
舞
台

に
し
て
、
各
パ
ネ
ラ
ー
に
蒲
生
田
地

区
の
魅
力
と
夢
を
語
り
合
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
２
月
28
日
㈰　

午
後
１
時

〜
３
時

問
い
合
わ
せ
は　
船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ

　

昨
年
11
月
、
約
２
週
間
に
わ
た
り
大
阪
の
韓
国
文
化

院
に
お
い
て
、
「
韓
国
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
画
家
加
藤

松
林
人
」
展
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
に
大
き
な

感
銘
を
与
え
る
と
と
も
に
望
郷
の
念
を
抱い
だ

い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

加
藤
松
林
人
は
、
１
８

９
８
（
明
治
31
）
年
９
月

16
日
、
那
賀
郡
桑
野
村
中

分
（
現
在
の
阿
南
市
内
原

町
）
で
、
父
・
安
三
、

母
・
ミ
ツ
ヲ
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、
富
岡
中
学

（
現
在
の
富
岡
西
高
）
を

経
て
、
早
稲
田
大
学
文
学

部
予
科
へ
入
学
。
１
９
１

８
（
大
正
７
）
年
20
歳
の

と
き
に
父
の
事
業
の
関
係

で
、
京
城
（
現
在
の
ソ
ウ

ル
）
に
移
り
ま
し
た
。

　

京
城
で
画
塾
を
開
い
て

い
た
清
水
東
雲
（
四
条
円

山
派
の
森
寛
斎
門
下
）
に

東
洋
画
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
精
進
を
重
ね
て
、
風
景
、

静
物
な
ど
に
独
自
の
境
地
を
拓ひ
ら

い
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
、
第
一
回
朝
鮮
展
に
風
景

画
の
二
点
が
入
選
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
第
四
回
展
で

は
「
室
内
の
春
」
が
特
選
に
な
る
な
ど
、
着
実
に
実
力

を
つ
け
て
い
き
、
朝
鮮
画
壇
で
不
動
の
地
位
を
築
き
あ

げ
、
朝
鮮
王
室
で
、
絵
の
進
講
・
指
導
を
す
る
な
ど
朝

【
２
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

1
・
8
・
15
・
22
日

船
瀬
温
泉

鮮
美
術
界
の
中
心
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
に
帰
国
後
は
、
画
壇
活
動
に
は
復
帰
せ

ず
、
親
善
活
動
と
美
術
交
流
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

氏
の
数
々
の
功
績
は
国
交
回
復
以
前
の
１
９
６
３

（
昭
和
38
）
年
、
韓
国
政
府
に
よ
る
戦
後
の
公
式
招

待
日
本
人
第
一
号
と
し
て
、
作
家
・
小
田
実
氏
と
と

も
に
、
招
待
を
さ
れ
る
と
い
う
形
で
結
実
を
し
て
い

ま
す
。

　

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
２
月
14
日
、
滋
賀
県
大

津
市
で
逝
去
。
享
年
84
歳
で
し
た
。

　

朝
鮮
在
住
30
年
間
に
、
半
島
各
地
を
め
ぐ
り
、
風

景
や
風
俗
、
街
並
み
や
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
優
し
い

色
合
い
で
描
い
た
氏
の
作
品
は
、
今
、
ご
遺
族
の
ご

厚
意
に
よ
り
阿
南
市
に
寄
贈
さ
れ
、
市
の
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
釜
山
や
ソ
ウ
ル
で
も
展
覧
会
を
開
催

し
、
で
き
得
れ
ば
、
多
く
の
景
色
が
描
か
れ
て
い
る
北

朝
鮮
の
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
で
も
実
現
で
き
れ
ば
、
阿
南
市

加
藤
松し

ょ
う

林り
ん

人じ
ん

の
こ
と

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
二
百
枚

新
野
町　

小
川
福
美　

様
か
ら

市
内
児
童
福
祉
施
設
へ

阿
南
市
科
学
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

匿
名
の
方
よ
り
、「
大
型
水

槽
」
一
基
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。。
那
賀
川
水
系

の
淡
水
魚
を
飼
育
し
環
境
教
育

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

循
環
バ
ス
に
関
す
る
利

用
者
等
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

11
月
よ
り
実
証
運
行
し
て
い
ま
す

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、
２
月
19
日
㈮

ま
で
の
間
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
変
お
忙
し

い
と
こ
ろ
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
バ
ス
は
阿
南
医
師
会

中
央
病
院
と
同
様
に
、「
阿
南
共
栄

病
院
」
の
正
面
玄
関
前
で
も
乗
車
可

能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

の
貴
重
な

財
産
が
「
南

北
朝
鮮
」
の

融
和
の
架

け
橋
と
な

り
、
加
藤

松
林
人
の
遺

志
に
沿
う
こ

と
に
な
る
の

で
は
な
い
か

と
考
え
て
い

ま
す
。

韓国時代風俗（洗濯）
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事
務
補
助
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
22
年
度
に
市
役
所
及
び
関
係

機
関
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す

る
職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

（
資
格
の
必
要
な
職
種
等
に
つ
い
て

は
別
途
随
時
選
考
し
ま
す
。）

職　
　
種　
事
務
補
助
員

試
験
日　
２
月
21
日
㈰

受
験
資
格　
昭
和
34
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

申
込
期
間　
２
月
２
日
㈫
〜
２
月
12

日
㈮

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
・
試
験
案
内

は
２
月
２
日
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。）

申
込
用
紙
の
請
求
と
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト

ノ
町
12

－

３　

人
事
課
（
☎
22

－
１

１
１
２
）
へ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
阿
南
市

情
報
通
信
基
盤
施
設
）
へ
の

加
入
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

周
辺
地
域
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
難
視
聴
の
解
消
と
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

２
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
皆
様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
指
定
管
理
者
（
民

間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
）
に
よ

り
、
４
月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

次
の
日
程
で
該
当
地
域
で
の
加
入

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
と
も
、
午
後
７
時
か
ら
受

け
付
け
を
始
め
ま
す
。

２
月
１
日
㈪　
那
賀
川
公
民
館

　

那
賀
川
町
の
国
道
55
号
バ
イ
パ
ス

よ
り
東
側
（
海
側
）
の
方
が
対
象

２
月
３
日
㈬　
椿
公
民
館

　

椿
町
、
椿
泊
町
の
方
が
対
象

２
月
４
日
㈭　
桑
野
公
民
館

　

阿
瀬
比
町
、
山
口
町
、
桑
野
町
、

内
原
町
の
方
が
対
象

２
月
８
日
㈪　
新
野
公
民
館

　

新
野
町
の
方
が
対
象

２
月
９
日
㈫　
橘
公
民
館

　

橘
町
の
方
が
対
象

２
月
10
日
㈬　
福
井
公
民
館

　

福
井
町
の
方
が
対
象

問
い
合
わ
せ
は　
地
域
支
援
課
（
☎

22

－

７
４
０
４
）
へ

ご
み
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

◎
公
園
や
河
川
、
人
目
に
つ
き
に
く

い
林
道
に
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
街
の
美
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の

生
活
の
源
で
あ
る
生
活
水
を
汚
染
す

る
と
共
に
、
下
流
域
に
大
き
な
被
害

を
及
ぼ
し
ま
す
。

◎
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、「
犯
罪
」

で
す
。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
廃
棄
物
を
投
棄

し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
さ
れ
ま

す
。

◎
不
法
投
棄
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
接
に
関
係
す
る
問
題
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
不
法
投
棄
し
な
い

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
不
法
投
棄
現
場

を
目
撃
し
た
ら
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
警
察
に
通
報
す
る
な
ど
、「
不
法

投
棄
を
許
さ
な
い
」
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

241件（2,616）
0人（       4）

34人（   472）

救 急 件 数
搬送人員

271件（2,920）
262人（2,864）

火 災 件 数
損 害 額

2件（28）
3,347千円（20,758千円）

●阿南署管内平成21年12月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

自
転
車
の
鍵
掛
け
・
車
の
ド

ア
ロ
ッ
ク
の
徹
底
に
つ
い
て

　

自
転
車
の
盗
難
は
、
全
体
の
約

８
〜
９
割
が
、
無
施
錠
の
状
態
で

駐
輪
し
て
い
た
時
に
発
生
し
て
お

り
、
駅
や
量
販
店
の
駐
輪
場
だ
け

で
な
く
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
駐
輪
場
に
お
い
て
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
を
駐
輪
し
た
際
は
、
短

時
間
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
施
錠
し

ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
自
転
車
の
前
カ
ゴ
や
自

動
車
の
座
席
に
置
い
て
あ
る
貴
重

品
や
荷
物
等
を
盗
ま
れ
る
「
車
上

ね
ら
い
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

車
上
ね
ら
い
の
防
止
対
策
と
し

て
、

・
自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
、
貴
重
品

や
荷
物
を
入
れ
た
ま
ま
、
そ
の
場

か
ら
離
れ
な
い

・
自
動
車
か
ら
離
れ
る
際
は
、
短

時
間
で
あ
っ
て
も
、
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
確
実
に
行
い
、
貴
重
品
等
を
車

内
に
置
か
な
い

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
等
の
迷
惑
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
道
路
や
歩
道
を
車
庫
代
わ

り
に
し
て
、
自
動
車
等
を
駐
車
し
て

い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

路
上
駐
車
は
、
自
動
車
を
運
転
す

る
人
や
歩
行
者
に
と
っ
て
は
、
迷
惑

で
あ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
要
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
を
駐
車
す
る
時
は
、
駐
車

場
等
を
利
用
し
、
迷
惑
駐
車
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ
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所
得
税
な
ど
の
確
定
申
告
は

自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に

　

所
得
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
は
、

３
月
15
日
㈪
が
申
告
・
納
付
の
期
限

で
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31

日
㈬
が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
会
場
は
「
阿
南
市

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
で
す

場　
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階
展
示
ホ
ー
ル（
高
速
バ
ス
乗
り
場
・

阿
南
商
工
会
議
所
の
建
物
）

期　
間　
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日

㈪
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
は
、
阿
南
税
務
署
庁
舎

内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て
お

り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申

告
書
の
郵
送
等
は
税
務
署
あ
て
に
お

願
い
し
ま
す
。

※
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、自
動
音
声
案
内
が
流
れ

ま
す
の
で
、そ
の
案
内
に
従
っ
て
、
ご

用
件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
使
え
ば
、

こ
ん
な
こ
と
が
大
変
便
利

○
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
告

　

自
動
計
算
で
便
利
な
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は

そ
の
ま
ま
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）

を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

○
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
、
本
人
の
電
子
証
明
書
を
付
し

て
申
告
期
限
内
に
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行

う
と
、
最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成
19
年
分
、
ま
た
は
平
成
20
年

分
の
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受
け

た
方
は
、
本
年
度
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

○
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
確
定
申
告
期

限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

○
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

納
税
は
、
安
全
便
利
な
振
替
で

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
納
税
は

安
全
便
利
な
振
替
納
税
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
、
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
手
数
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用

に
な
る
場
合
は
、
税
務
署
ま
た
は
預

貯
金
先
の
金
融
機
関
に
「
預
貯
金
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
振
替
日
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

所
得
税
：
４
月
22
日
㈭

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
：
４
月
27

日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
税
務
署
（
☎

22

－

０
４
１
４
）
へ

◆木管五重奏団「notre coeur（ノートル クール）」コンサート
　フルート、オーボエ、クラリネット、ホルン、ファゴット
による演奏です。「notre  coeur」とは、仏語で「私たちの心」
と意味します。５人の演奏者たちが奏でる５種類の楽器がそ
れぞれ対話をしながらアンサンブルの響きをお伝えします。
モーツァルト作曲：きらきら星変奏曲ほか
日時　２月14日㈰　午後２時開演
一般1,000円　全席自由　当日も同額
高校生以下は無料（申し込みが必要です。夢ホール、市民会
館、コスモホールにて受付）

◆高橋悠治＆高橋アキ　ピアノコンサート
　世界的なピアニスト高橋悠治と高橋アキ。夢の兄妹のデュ
オコンサートが夢ホールで実現します。
　サティやフェルドマン、そして高橋悠治の現代の響き、シ
ューベルトの魅惑的な「幻想曲」を連弾で。生誕200年を記
念してシューマンとショパンの作品をソロ演奏でお楽しみく
ださい。
日時　２月28日㈰　午後２時開演
全席指定3,000円　小中高大生は50％off

●問い合わせは　夢ホール（☎21－0808）へ●

夢ホールの催し
年１回、浄化槽の水質検査を
受けましょう！
◆法定検査
　浄化槽を設置している場合は、法律により１年に１回、放
流水の水質検査を受検することが義務づけられております。
　この検査は、徳島県知事が指定した機関である㈳徳島県環
境技術センターが実施致しますので、通知があった場合は、
必ず受検してください。
　平成 18 年２月１日の法改正により未受検者には罰則規定
も設けられました。
◆保守点検
　浄化槽の保守点検は、県知事登録の業者に委託してくださ
い。浄化槽の保守点検は、２〜４カ月に１回以上実施しなけ
ればなりません。この保守点検を行うためには、専門的な知
識や器具が必要ですので、県知事に登録した専門業者に委託
して実施してください。
◆清掃
　浄化槽の清掃は、１年に１回以上実施することが義務づけ
られています。阿南市長が許可した業者に委託してください。
《問い合わせは》
県知事指定検査機関
・社団法人　徳島県環境技術センター� ☎088－636－1234
・徳島県南部総合県民局　環境担当� ☎0884－28－9862
・阿南市環境保全課� ☎0884－22－3413

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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年
金

相
談コー

ナ
ー 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま

す
が
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
な
い
か
心
配
で
す
。
な

に
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

つ
い
て
、
口
座
振
替
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
月
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
納
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な

く
、
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座
振
替

申
出
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押

印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、
金

融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
使
用
の
届
出
に
つ
い
て

　

転
入
・
転
出
等
に
よ
り
住
居
が
移

転
し
、
本
市
の
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
い
と
き
や
、
使
用
を
中
止
し
た

い
と
き
は
、
速
や
か
に
水
道
部
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
料
金
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か

　

水
道
料
金
は
、
水
道
事
業
の
根
幹

に
か
か
わ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納

め
忘
れ
が
な
い
か
再
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
水
道
料
金
の
お
支
払

い
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
お
近
く
の
金
融
機
関
で
手
続
き

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
部
業
務
課

（
☎
22

－

０
５
８
７
）
へ

水
道
の
冬
じ
た
く
を
！

●
夜
の
冷
え
こ
み
に
ご
注
意

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な

り
ま
す
と
、
防
寒
の
で
き
て
い
な
い

水
道
管
は
、
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

は
、早
め
に
手
当
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ
ろ

③
風
が
よ
く
当
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る

水
道
管

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

ま
ず
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
箱
の
中

に
あ
る
止
水
栓
（
＝
バ
ル
ブ
）
を
閉

め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て
、
破

裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
で

応
急
手
当
て
を
し
て
か
ら
、
阿
南
市

指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
、

と
か
し
ま
す
。

　

熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
防
寒
の
し
か
た

①
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
の
あ

た
り
が
破
裂
し
や
す
い
の
で
、
完
全

に
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
身
近
な
も
の
と
し
て
、
毛
布
・
布

な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
れ
ら
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ

い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
使

い
古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
な
ど
を
入

れ
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
の
せ
て
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
部　

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落
と
さ

れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
翌
月
分
の
引

き
落
と
し
の
際
に
、
再
振
替
（
翌
月

分
と
一
緒
に
２
カ
月
分
を
引
き
落
と

し
）
し
ま
す
。
再
振
替
が
で
き
な
か

っ
た
と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
ま
で

A

Q

　昔から各地域に伝わる郷土料理
は先人たちの知恵がたくさんつ
まった料理です。しかしながら、
食の洋風化や核家族化などの影響
もあって、家庭ではなかなか伝承
されにくくなっています。
　そこで、全国の学校給食に携わ
る栄養士で組織する全国学校栄養
士協議会では、郷土料理を学校給
食に活かそうと「郷土食の料理集」
と「郷土料理を活用した食育指導
事例集」を作成し、刊行しました。
　２冊の図書には、古来より食べ継がれてきた地場産物や郷土料理を紹介する
とともに、その献立を学校給食に取り入れることにより子どもたちに食を通し
て、自分たちが生まれ育った地域や歴史、食文化を大切にする心を育てたいと
の願いが込められています。
　なお、２冊の図書はこのほど、市内の３つの図書館に寄贈されました。閲覧
及び貸し出しは可能です。ぜひご覧ください。阿南市の郷土料理である「おで
んぶ」も掲載されています。� 阿南市教育委員会　学校給食課　

学校給食郷土料理集ができました

▲郷土食の料理集は写真とともに１食あたり
の栄養量も表記されており、わかりやすい。

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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門をくぐると市民が憩える公園が広がる。

牛岐城趾公園リニューアル
城門と時計台が完成

　富岡商店街の中心にある牛岐城趾公
園に、中世の時代を彷彿させる城門と
時計台が完成しました。
　城門の高さは最大で５ｍ、幅６ｍで、
本瓦葺、漆

しっ
喰
くい

で塗られ塀には矢
や

狭
ざ

間
ま

も
あり、ケヤキの太柱とヒノキ造りの頑
丈な扉が目を見張ります。
　また時計台は高さ約４ｍで外観は黒
で塗られた押

おし
縁
ぶち

と櫓
やぐら

、石垣などから昔
風ですが、午前９時から午後10時ま
での 1 時間おきに文字盤が一転し、「光
のまち阿南」のキャラクター人形が現
れ、音楽に合わせて踊るなどのからく
り仕掛けとなっています。
　12月22日には完成を祝う式典が開
かれ、テープカットや人形浄瑠璃芝居、
もち投げなどが行われました。また、
１月13日には阿南信用金庫と阿南法
人会からは珍石の六方石を使用した石
標が贈られました。多くの市民の方が
大いにご利用いただくことを願ってい
ます。

ニュースオアシスNews Oasis

技とスピードを競う
小学生一輪車大会

　子どもたちの健全な育成を願って
新春恒例の一輪車競技大会が１月９
日、阿南工業高校グラウンドにて行
われました。
　今年は阿南市と那賀郡の小学校
19校から、２３４名の小学生が出場。
競技は個人戦と学校対抗の団体戦が
行われました。
　児童たちは、一輪車をバランスよく
上手にあつかいスピードを出して走っ
ていました。
　この競技大会は阿南ロータリーク
ラブが主催し22年前から開いており、
子どもたちは新春早々開かれるこの
大会に照準を合わせて１年間練習に
取り組んでいるそうです。
　グラウンドでは友だちを一生懸命
に応援する声が響いていました。

火災したタンカーに陸上側から消火活動をしているようす。

徳島県石油コンビナート等
総合防災訓練が実施

　橘地区にある石油コンビナートと周辺
海域で、油の流出と大規模火災を想定し
た総合防災訓練が12月に行なわれまし
た。
　訓練は海上と陸上に分かれて実施され、
海上では荷役中のタンカーから重油が流
出し、防除するための作業船が出動した
ところ、乗組員が負傷するとともに船尾
付近から火災が発生。また、陸上では発
電所内のタンクの配管が亀裂し原油が流
出。敷地内の防油堤を補強する作業中に
火災が発生し、作業員が火傷を負うとと
もに他のタンクにも延焼するおそれがあ
るとの想定でした。
　訓練に参加したのは、市消防をはじめ
とする19機関約200人で、負傷者の救
出や消火活動や浮流油の回収作業など、
本番さながらの緊迫した訓練が行われて
いました。

櫓型の時計台。

広報平成22年（2010年）2月1日 〔第619号〕 10



友だちや家族からの大声援を受けてすいすいと走る一輪車。

門をくぐると市民が憩える公園が広がる。懸案事項の要望を行う岩浅市長。

新たな陳情ルールについて
民主党県連より説明

　国に対して行う陳情の方法について
の説明が12月14日、民主党県連から
あり、岩浅市長や嶋尾秀昭市議会議長
のほか、市幹部職員らが出席し、橋本
幸子幹事長ら県連役員からの説明を受
けました。
　新ルールを実施する目的として「政
官癒着の排除と利益誘導型政治からの
脱却」「分権型陳情で霞ヶ関詣でを一
掃すること」「国の行政刷新と地方行
革に寄与すること」及び「透明性と公
平性を確保する陳情処理」などが示さ
れ、今後各省庁に対しての要望や陳情
の際には、県連の「とくしま地域戦略
局」を通すことで、各省庁政務三役へ
の取り次ぎを行うとのことでした。
　終了後さっそく、長年にわたる懸案
事項である「四国横断自動車道の早期
完成」や「長安口ダム改造事業の早期
完成」及び「那賀川の無堤地区の解消」
についての陳情が行われました。

ニュースオアシスNews Oasis

　昨年末、モンゴルから一枚のプレー
トが届きました。
　プレートの表面には、「徳島県阿南
市長ならびに市民の皆様」と宛てられ、
次の文字が刻まれていましたので、ご
紹介させていただきます。

　野球道具の寄贈に関して
　このたび私どものため野球道具を寄
贈していただきましたこと、心から感
謝しております。このたびのご厚意を
大切にして、いただいた道具を大切に
使っていきたいと思います。またモン
ゴルにおける野球の普及に貢献したい
と思います。今後ともご指導、ご支援
を賜りますようお願い申し上げます。
　モンゴル野球連盟　

会長エンフボルドソドン　

　旧那賀川町が全国に呼びかけて寄付
を募り、野球施設がないモンゴルに野

モンゴルから贈られた感謝のプレートを持つ岩浅市長。

球場を建設したのは今から13 年前の
ことです。一昨年の夏には、その後の
ようすと交流を目的に岩浅市長を団長
に９人の訪問団が結成され、それぞれ
が私費にて渡ったところ今もモンゴル
の子どもたちは、野球がしたくとも道
具が高価なために苦労をしているとい
う現実にふれることになりました。
　帰国後、モンゴルへの野球支援を行
っている埼玉県人の活動を知り、市で
も不用になった野球道具を募ったとこ
ろ、市内外から431点もの道具が寄せ
られました。その野球道具は昨年、Ｊ
ＩＣＡ（国際協力機構）を通じてモン
ゴルへと渡り、現地の子どもたちのも
とに届けられたそうです。贈られたプ
レートはその感謝の標

しる
しなのでしょう。

　国は違えどもスポーツを愛する気持
ちは皆同じです。十数年前より続いて
いる友好の気持ちを今後も大事にして
いきたいと考えています。

モンゴルから感謝のプレートが届く
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人権教育・啓発
〈連載71〉

阿
南
市
人
権
教
育
研
究
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

次
の
日
程
で
阿
南
市
人
権
教
育
研

究
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

趣
旨　
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
様
々

な
人
権
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え

人
権
教
育
・
啓
発
活
動
の
具
体
的
な

実
践
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

日
時　
２
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
開

会参
加
費　
７
０
０
円

場
所　
阿
南
市
文
化
会
館
ほ
か

全
体
会

講
話　
稲
村
健
一
さ
ん
（
阿
南
市
人

権
教
育
協
議
会
副
会
長
）

演
題　
「
識
字
運
動
に
学
ぶ
」

ビ
デ
オ
「
識
字
が
ん
ば
ろ
な
」
視
聴

分
科
会

■
就
学
前
教
育

会
場　
阿
南
市
文
化
会
館
（
２
階
）

研
修
室

研
究
概
要　
就
学
前
人
権
教
育
の
意

義
と
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
保
護
者
・
地
域
へ

の
啓
発
や
教
育
（
保
育
）
内
容
を
ど

の
よ
う
に
実
践
し
て
い
る
か
。

■
小
・
中
学
校
教
育

会
場　
富
岡
公
民
館（
２
階
）ホ
ー
ル

研
究
概
要　
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

阿
南
の
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、

人
権
意
識
を
高
め
な
が
ら
連
帯
感
の

あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進
し
よ
う
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、

一
体
と
な
っ
た
地
域
の
教
育
力
の
大

切
さ
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
地
域
活
動
を
中
心
と
し
た
子

ど
も
・
教
職
員
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
た
人
権
教
育
・
啓
発
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
る
か
、
参
会
者
が
思

い
を
伝
え
合
う
中
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
高
校・高
専・特
別
支
援
学
校
教
育

会
場　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

（
２
階
）
サ
ロ
ー
ネ
の
間
Ａ

研
究
概
要　
「
身
元
調
査
お
断
り
」

ワ
ッ
ペ
ン
運
動
の
輪
を
さ
ら
に
ひ
ろ

げ
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
ろ
う
。

－

身
元
調
査
と
私
た
ち
の
く
ら
し

－

　

高
度
情
報
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、

た
い
へ
ん
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
人
を
傷
つ
け

る
情
報
も
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今

一
度
、
一
人
ひ
と
り
が
し
あ
わ
せ
に

生
き
ら
れ
る
た
め
に
、
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
社
会
教
育

会
場　
阿
南
市
文
化
会
館
（
１
階
）

視
聴
覚
室

研
究
概
要　
人
権
を
確
立
し
、
す
べ

て
の
人
の
命
と
健
康
が
守
ら
れ
る
社

会
を
創
ろ
う
。

　

〜
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
広
く
豊

か
な
心
を
育
み
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
よ

う
〜

　

す
べ
て
の
市
民
が
日
常
の
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
を
「
人
権
」
と
結
び
つ
け

て
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
不
合
理

を
解
消
す
る
取
組
を
進
め
る
た
め
の

教
育
・
啓
発
活
動
を
共
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

■
企
業
職
域

会
場　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

（
２
階
）
サ
ロ
ー
ネ
の
間
Ｂ
・
Ｃ

研
究
概
要　
市
内
す
べ
て
の
企
業
が
、

人
権
問
題
を
学
習
し
、
お
互
い
の
人

権
を
守
り
、
差
別
の
な
い
明
る
い
職

場
を
つ
く
ろ
う
。

　

企
業
内
の
人
権
教
育
・
啓
発
へ
の

取
組
体
制（
社
内
指
導
者
の
養
成
等
）

を
見
直
し
、
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
人
・
社
会
人
と
し
て
の
資
質
の

向
上
を
め
ざ
し
た
実
践
活
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

■
行
政

会
場　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

（
別
館
）

研
究
概
要　
公
務
員
と
し
て
要
請
さ

れ
て
い
る
課
題
と
使
命
を
十
分
認
識

し
、
常
に
人
権
の
視
点
で
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
か
。

　
「
阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」

の
主
旨
に
基
づ
き
「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

人
権
教
育
・
啓
発
の
諸
事
業
を
通

じ
て
、
職
場
・
地
域
で
の
連
携
を
密

に
し
た
実
践
活
動
を
推
進
し
て
い
る

か
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月

２
日
㈫
ま
で
に
左
記
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
教
育
課
（
☎

22

－

３
３
９
２
）
へ

　西鉄高速バス乗っ取り事件で被害に遭われ
た山口由美子さんが講演します。
　この事件を通して、少年犯罪に対しては安
易な「厳罰化」ではなく、事件の背景を考え
るべきであると訴え続けています。

阿南市人権教育・
啓発市民講座に
ご参加ください。

２月20日㈯
午後１時50分〜３時30分
阿南市文化会館（夢ホール）
１階　視聴覚室
山口　由美子さん

問い合わせは　人権啓発課（☎22－3094）へ

日時

場所

講師
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１
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

県
内
43
区
間
２
５
７
・
３
㎞
で
健
脚

を
競
う
新
春
恒
例
の
徳
島
駅
伝
が
行

わ
れ
、
阿
南
市
チ
ー
ム
は
７
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
参
加
し
た
郡
市
は
15
チ

ー
ム
で
、
各
チ
ー
ム
と
も
選
り
す
ぐ

り
の
競
技
者
を
集
め
、
郡
市
の
名
誉

を
か
け
て
出
走
。
私
た
ち
の
阿
南
市

チ
ー
ム
は
長
年
に
わ
た
っ
て
チ
ー
ム

を
支
え
た
主
力
４
選
手
が
引
退
す
る

な
ど
、
選
手
の
入
れ
替
わ
り
の
時
期

と
重
な
り
ま
し
た
が
、
沿
道
か
ら
の

応
援
に
力
を
得
る
と
と
も
に
選
手
一

丸
と
な
っ
て
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

見
事
７
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

６
日
の
閉
会
式
終
了
後
の
夕
刻
に

は
市
内
の
ホ
テ
ル
で
選
手
団
解
団
式

が
開
か
れ
、
岩
浅
市
長
は
選
手
た
ち

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
「
来
年
に
向

け
て
精
進
を
重
ね
よ
う
」
と
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。

　

選
手
を
率
い
た
米
山
覚
監
督
は
関

係
者
並
び
に
市
民
に
対
し
て
謝
意
を

述
べ
る
と
と
も
に
「
選
手
層
の
厚
い

チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
巻

き
返
し
を
誓
い
ま
し
た
。

　

寒
風
の
中
、
力
の
限
り
走
っ
た
選

手
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
沿
道
で
応
援

い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
。
感
動

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　第24区間（8.9㎞）を走った黒澤泉
貴選手（那賀川町：美馬商高３年）が
区間賞を受賞。広島県で開催される第
15回全国都道府県対抗男子駅伝の選
手にも選ばれました。
　黒澤選手は第53回大会の第４区で
も区間賞を獲得しており、これで受賞
は２度目です。今大会では初日第３区

（9.7㎞）も３位のタイムで走るなど
大活躍。４月からは大学に進学します
が、陸上は続けるとのことです。

黒
澤
泉
貴
選
手
が
区
間
賞
受
賞

力
走〝
阿
南
市
チ
ー
ム
〟
　

 

７
位
入
賞
！

▲宍喰橋スタート直後のようす。走者は西田篤弘選手。

▲解団式で、報告をする米山監督と選手たち。

▲14区走者折野加奈選手から15区走者岡本典子選手へ。

▲最終日ゴール、アンカーは湯口武夫選手。

堂々
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っ
て
戻
っ
て
き
た
彼
に
「
こ
の
切
り
株
に

座
り
な
さ
い
。
さ
あ
坊
や
腰
を
か
け
て
」

と
。
男
は
そ
れ
に
従
い
、
木
は
そ
れ
で
う

れ
し
か
っ
た
ー
。
こ
ん
な
お
話
だ
。
読
む

人
の
年
齢
や
環
境
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
印
象

や
思
い
は
違
っ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
初
め
て
読
ん
だ
学
生
時
代
と
今
と

で
は
違
う
感
慨
が
あ

る
。
た
だ
、
我
が
子

も
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん

な
こ
と
を
経
験
し
、

学
び
、
悩
み
、
迷
い

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
の
道
を
探
し
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

り
ん
ご
の
木
の
よ
う
に
何
も
言
わ
ず
与
え

続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
自
分
の
存
在
意
義
を
求
め
続
け
、

失
わ
ず
、
彼
ら
に
と
っ
て
心
落
ち
つ
け
る

場
所
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
う
と
共
に
、

自
ら
成
長
し
て
い
き
た
い
。

　

次
は
、
宝
田
町
の
湯
浅
し
の
ぶ
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
、
私
は
三
人
の
子
ど
も
を
も
つ
母

で
あ
り
、
四
人
目
の
子
ど
も
が
も
う
す

ぐ
誕
生
す
る
予
定
だ
。
母
と
し
て
の
在

り
方
を
考
え
る
時
、
忘
れ
ら
れ
な
い
一

冊
の
絵
本
が
あ
る
。

そ
れ
は「
大
き
な
木
」

と
い
う
絵
本
だ
。

　

主
人
公
の
男
の
子

は
り
ん
ご
の
木
と
と

て
も
仲
良
し
で
、
毎

日
一
緒
に
遊
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
男
の

子
は
成
長
す
る
に
従
い
木
と
遊
ぶ
こ
と

よ
り
も
大
切
な
も
の
が
出
て
く
る
。「
お

金
が
欲
し
い
」「
家
族
が
欲
し
い
」「
家

が
欲
し
い
」「
ど
こ
か
遠
く
に
行
き
た

い
」
…
何
か
を
求
め
る
時
だ
け
木
の
も

と
に
帰
っ
て
く
る
男
の
子
。
木
は
惜
し

げ
も
な
く
自
分
の
り
ん
ご
の
実
、
枝
、

幹
を
与
え
続
け
、
切
り
株
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
。
欲
し
い
も
の
も
無
く
な
り
、

す
っ
か
り
疲
れ
果
て
年
老
い
た
姿
に
な

425

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎　
　

稔

心
易
す
老
犬
睡
る
冬
日
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫
養　

浪
路

陽
を
迎
へ
陽
を
送
り
つ
つ
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

史
井

こ
の
山
を
守
る
生
き
甲
斐
頬
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　

繁
木　

良
子

ひ
と
年
の
過
ぎ
ゆ
く
早
さ
日
記
買
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
内　

明
美

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
若
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川　
　

功

綿
虫
に
恋
心
あ
る
か
も
知
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
八
千
代

最
果
て
の
風
車
一
列
冬
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
比
斗
志

大
根
引
く
親
父
ゆ
ず
り
の
分
厚
き
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
光　

春
海

寒
波
急
漁
港
に
わ
か
に
活
気
づ
く

阿
南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

減
収
が
家
計
に
響
く
暮
ら
し
向
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
本
レ
イ
子

情
熱
の
か
け
ら
を
探
す
倦
怠
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
階
千
代
美

な
ま
け
ぐ
せ
響
き
人
生
出
遅
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

立
木
観
音
一
刀
彫
の
腕
が
鳴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

の
ほ
ほ
ん
と
遊
ん
で
い
て
も
腹
が
鳴
る

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

村
上　

富
子

密
や
か
な
目
覚
ま
し
の
音
聞
こ
え
く
る
二
世
帯
同
居

の
始
ま
り
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
川　

育
世

父
戦
死
の
報
に
震
え
し
我
が
庭
に
あ
の
日
も
咲
き
い

し
真
っ
赤
な
カ
ン
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

棚
野　

久
子

マ
ウ
ン
ド
に
立
て
ば
き
り
り
と
十
才
の
孫
の
寝
顔
の

ま
だ
あ
ど
け
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
田　

啓
子

暑
き
夜
を
目
ざ
め
開
け
た
る
窓
の
外
冷
気
と
共
に
新

藁
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
原　
　

静

籾
殻
に
お
だ
や
か
な
風
弧
を
描
き
老
農
夫
の
ご
と
白

鷺
は
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
川　

照
子

「
そ
う
か
な
あ
」
眼
鏡
を
ぐ
い
と
持
ち
上
げ
ぬ
友
の

眼
に
鶏
頭
映
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
部　

君
代

稲
刈
り
の
背
伸
び
し
仰
ぐ
中
空
を
鯨
・
鰯
の
雲
泳
ぎ

ゆ
く

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

	

住
友　

武
子

竹
裂
け
る
音
に
ひ
る
み
し
寒
の
夜

市
民
文
芸

一
冊
の
絵
本

羽ノ浦町
橋本　智子さん
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阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その48

　

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
二
月
二
十
九

日
付
け
、
家
老
賀
島
備
前
、
池
田
山
城
、

長
谷
川
越
前
、
賀
島
上
総
四
名
の
連
名
で

九
五
〇
石
増
禄
の
代
わ
り
に
、

一
、
槍
は
供
の
後
へ
持
た
せ
、
金
紋
、
挟

箱
半
荷
（
一
対
で
は
な
く
片
方
だ
け
）
は

そ
の
ま
ま
で
よ
い
。
長な
ぎ

刀な
た

は
差
し
止
め
る
。

一
、
金
紋
は
家
紋
を
染
め
た
布
で
覆
い
隠

す
こ
と
。

一
、
家
来
の
う
ち
重
臣
の
格
式
は
「
御
手

廻
り
格
」
（
平
士
の
こ
と
）
と
は
認
め
な

い
。
等
々
。

　

こ
れ
ら
を
見
て
も
公
方
の
家
格
や
世
間

の
評
判
を
低
下
さ
せ
よ
う
と
す
る
藩
の
意

図
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
藩
か
ら
の
通
達
は
今
ま
で
家
老

か
ら
公
方
あ
て
に
出
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

の
頃
、
大
目
付
に
変
更
さ
れ
た
。
公
方

家
：
平
島
左
衛
門
は
藩
の
扱
い
の
格
下
げ

に
つ
い
て
不
満
を
訴
え
て
い
る
。

　

明
和
五
年
に
は
藩
士
と
公
方
家
の
双
方

の
重
喜
追
い
落
と
し
工
作
は
着
実
に
進
行

し
て
い
っ
た
。
特
に
公
方
家
は
江
戸
城
大

奥
や
血
縁
関
係
に
あ
る
京
都
の
朝
廷
方
を

利
用
し
て
ね
ば
り
強
い
工
作
を
つ
づ
け
た
。

　

系
図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
六
代
義

辰
（
又
太
郎
）
の
妹
志
那
姫
（
心
源
院
）

は
公
家
桜
井
家
へ
嫁
入
り
し
て
お
り
、
そ

の
妹
の
安
祥
院
は
姫
路
松
平
大
和
守
の
奥

方
で
あ
る
。
妹
松
島
は
江
戸
城
大
奥
の
実

力
者
で
あ
る
。
幸
い
公
方
家
と
松
島
と
の

往
復
書
簡
が
沢
山
残
っ
て
お
り
、
重
喜
追

い
落
と
し
工
作
の
状
況
が
具
体
的
に
分
か

る
。

　

重
喜
は
明
和
六
年
「
国
政
平
な
ら
ず
、

士
民
困
難
」
と
の
理
由
で
隠
居
を
命
じ
ら

れ
た
。
以
後
、
大
谷
に
別
荘
を
建
て
ぜ
い

た
く
三
昧
に
ふ
け
り
世
に
「
大
谷
公
」
と

呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
乱
脈
が
目
に
余
り

富
田
邸
へ
移
さ
れ
、
こ
こ
で
没
し
た
。
享

年
六
十
三
。

（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
（
上
巻
）　
　

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
二
）

蜂
須
賀
重
喜
の
「
宝
暦
の
御
建
て
直
し
」

　

十
代
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
重
喜
は
秋
田
藩
支

藩
佐
竹
壱
岐
守
義
道
の
四
男
で
、
宝
暦
四

（
一
七
五
四
）
年
六
月
、
九
代
藩
主
至
央
の

養
子
と
な
り
五
ヵ
月
後
十
八
歳
で
阿
波
守
と

な
っ
た
。

　

重
喜
は
藩
財
政
の
危
機
的
状
況
を
打
開
す

る
た
め
藩
政
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
一
連
の

改
革
は
「
宝
暦
の
御
建
て
直
し
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
結
局
、
改
革
が
あ
ま
り
に
も
強
引

で
あ
っ
た
た
め
藩
上
下
か
ら
激
し
い
抵
抗
に

あ
い
、
最
後
は
幕
府
か
ら
政
治
的
失
政
の
責

任
を
と
ら
さ
れ
隠
居
を
命
じ
ら
れ
た
。

　

重
喜
の
隠
居
に
つ
い
て
も
公
方
家
の
工
作

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

藩
主
は
か
ね
て
公
方
家
か
ら
禄
高
一
〇
〇

石
を
増
禄
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
対
し
、

宝
暦
十
四
年
十
二
月
家
老
長
谷
川
越
前
を
し

て
公
方
家
：
平
島
左
衛
門
に
「
九
五
〇
石
を

増
禄
す
る
代
わ
り
に
公
方
家
の
持
っ
て
い
た

格
式
、
栄
誉
を
剥
奪
す
る
」
と
い
っ
た
内
容

▲足利左衛門義宣から大奥上臈「松島」にあてた手紙。足利公方・民俗資料館にて展示。

の
も
の
だ
っ
た
。

　

今
ま
で
入
国
以
来
蜂
須
賀
家

の
「
客
分
」
扱
い
だ
っ
た
。
そ

れ
を
加
増
の
代
わ
り
に
「
家

来
」
に
な
れ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
公
方
家
に
と
っ
て
は
こ
れ

以
上
の
屈
辱
は
な
い
。

女
・
志
那
姫
・
心
源
院

（
京
都
桜
井
家
）

六
代

義
辰

（
又
太
郎
）

女
・
安
祥
院

（
姫
路
松
平
家
）

女
・
松
島

（
江
戸
城
大
上
臈
）

五
代

義
景

（
又
次
郎
）

七
代

義
武

（
熊
八
郎
）

八
代

義
宜

（
左
衛
門
）

九
代

義
根

（
右
門
・
又
太
郎
）

平
島
公
方
家
系
図
（
略
）
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
9日 火 阿 南 農 協 会 館 前 15：30〜16：00

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 12日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40
２月  2日 火 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 山 口 分 館 前 14：50〜15：20

　 　 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：20〜14：50 17日 水 上 中 分 館 前 14：20〜15：00
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 18日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30

　 3日 水 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 　 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10
　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 19日 金 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15

5日 金 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 　 　 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00
　 　 吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 　23日 火 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00  　 　 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10
9日 火 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30  　24日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00

　 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書
館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
（休館日）１日・８日・11日・15日・22日・26日
（開館時間）午前10時～午後６時
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業 　
　２月はお休みです。
・学生ボランティアによるピアノ演奏　
　毎週土曜日　午前10時～（約10分間）

（おはなし会）－おはなしのポケット主催－
７日・14日・21日・28日
午前11時～

（市民ギャラリー）
「和紙ちぎり絵展」　
２月10日㈬～23日㈫　※最終日は正午まで。
　和紙をちぎって、風景や花、思い思いのものを絵
にしていきます。
　ちぎり絵教室で作った作品を約30点展示します。

阿南図書館　☎23－2020
（休館日）１日・８日・11日・15日・22日・26日
（開館時間）平日　午前９時～午後６時

（土・日は午後５時まで）
（おはなしひろば）－おはなしひろば・ひまわり主催－

７日・14日・21日・28日　午後２時～３時
（ぴよちゃんくらぶ）

－赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会－
25日　午前10時30分～11時

（休館日）１日・８日・15日・16日・22日・26日
（開館時間）午前10時～午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－ 

６日・13日・20日・27日　午後２時～

羽ノ浦図書館　☎44－2100

としょかんライフ
　図書館は皆さんの読みたい本を集めてくる窓
口です。毎日の生活の中で、図書館をどんどん
利用しましょう！

Vol.7 コピーサービスが
利用できます！

Let’s enjoy

　図書館の資料は館内でコピーすることができます。

（著作権法で定める範囲内に限ります。）　
　コピーは１枚 10円です。

（カラーコピーは１枚 80円）

　事典や地図など、貸出できない資料も、館内での

コピーはＯＫ！

　料理のレシピ、編み物の本や型紙は、コピーを利

用すれば返却期限を気にしなくて大丈夫！

※くわしくは図書館までお問い合わせください。

阿南市立図書館だより

※２月７日「読み聞かせボランティア講座」について広報１
月号に「午後１時30分〜」とありましたが、正しくは「午
後２時〜」です。訂正します。
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め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必

要
な
状
態
で
あ
る
方

支
給
金
額　
①
常
時
の
介
護
が
必
要

な
方
の
う
ち
、「
重
度
後
遺
障
害
診

断
書
」
で
症
状
が
「
最
重
度
」
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
方
：
月
額
６
８
，

４
４
０
円
～
１
３
６
，
８
８
０
円

②
右
記
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必

要
な
方
：
月
額
５
８
，
５
７
０
円
～

１
０
８
，
０
０
０
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方
：
月
額

２
９
，２
９
０
円
～
５
４
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は　
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構　

徳
島
支
所

（
☎
０
８
８

－

６
３
１

－

７
７
９
９
）へ

高
校
生
た
ち
に
よ
る

邦
楽
発
表
会

　

阿
南
工
業
高
校
音
楽
部
と
富
岡
西

高
校
筝
曲
部
に
よ
る
邦
楽
発
表
会
を

下
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

阿
南
工
高
は
「
三
味
線
」、
富
岡

西
高
は
「
筝
」
の
演
奏
に
よ
る
部
活

自
動
車
事
故
に
よ
る

交
通
遺
児
及
び

重
度
後
遺
障
害
者
の
方
へ

●
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付

け
に
つ
い
て

　

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金

（
無
利
子
）
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
方
の
０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

の
お
子
さ
ま

貸
付
金
額　
一
時
金
：
１
５
５
，
０

０
０
円　

毎
月
：
２
０
，
０
０
０
円

入
学
支
度
金
：
４
４
，
０
０
０
円

返
済
期
間　
中
学
卒
業
後
20
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場
合

は
、
卒
業
ま
で
猶
予
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支

給
に
つ
い
て

対
象
者　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
・
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損

傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
つ
た

ひろ
ば

市
民
の
情報

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
年
間
の

活
動
の
ま
と
め
と
し
て
、
合
同
で
発

表
し
ま
す
。
両
校
の
高
校
生
た
ち
が

一
生
懸
命
演
奏
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

日　
時　
２
月
11
日
㈷　

午
後
２
時

開
演
（
開
場
１
時
30
分
か
ら
）

場　
所　
富
岡
公
民
館

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
工
高
音
楽
部

大
羽
（
☎
22

－

１
４
０
８
）
へ

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
生
募
集

　

県
立
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
４
月
入
校
の
訓
練
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科　
Ｏ
Ａ
処
理
科

訓
練
期
間　
６
カ
月

申
込
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
３
月
５

日
㈮

選
考
日
時　
３
月
18
日
㈭　

午
前
10

時
か
ら

申
込
先　
も
よ
り
の
公
共
職
業
安
定
所

※
入
校
願
書
の
用
紙
は
、
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
あ

り
ま
す
。

　

徳
島
校
、
西
部
校
で
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

－

０
２
５
０
）
へ

裁
判
員
制
度

定
期
説
明
会
開
催
!!

　
裁
判
所
へ
行
っ
て
み
よ
う
!!
～
裁
判

員
制
度
や
裁
判
を
身
近
に
感
じ
て
～

　

徳
島
地
方
裁
判
所
で
は
、
次
の
と

お
り
、
裁
判
員
制
度
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日　
時　
２
月
15
日
㈪　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場　
所　
徳
島
地
方
裁
判
所
（
徳
島

市
）
大
会
議
室
・
裁
判
員
裁
判
用
法

廷内　
容　
裁
判
員
制
度
等
に
関
す
る

説
明
・
質
疑
応
答
、
裁
判
員
裁
判
用

法
廷
の
見
学
、
裁
判
傍
聴

　

事
前
の
お
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
開
催
当
日
に
、
ご
自
由
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
地
方
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係
（
☎
０
８
８

－

６
５

２

－

３
１
４
１
）
へ

徳島県の最低賃金
◎地域別最低賃金
（効力発生日　平成21年10月１日）

件　名 時間額
徳島県最低賃金 633 円

◎特定（産業別）最低賃金
件　名 時間額 効力発生日

紡績、織物業 652円 平成15年12月21日
造作材・合板・建築用
組立材料製造業 770円 平成21年12月21日

はん用機械器具、生産
用機械器具、業務用機
械器具製造業

791円 平成21年12月26日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具
製造業

746円 平成21年12月21日

問い合わせは
徳島労働局労働基準部賃金室（☎088－652－9165）へ

来月号の原稿の締め切りは、２月５日㈮です。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22－1110）までお尋ねください。広報 平成22年（2010年）2月1日 〔第619号〕17



情報文化センターからのお知らせ

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日11：00と14：00から実施。くわしい内容
は科学センターまでお問い合わせください。

実施日 テーマ
２月  6日㈯ スライムが電池になるの？

  7日㈰ 手作りマグデブルグ半球で大気圧実験
13日㈯ プラ板で紫外線キャッチャーを実験しよう
14日㈰ 白い液体を瞬間に凍らせよう
20日㈯ 透明な液体から白いものを再現させよう
21日㈰ 食塩水と木炭で燃料電池を作ろう
27日㈯ ゴミ袋やコピー用紙で人を持ち上げよう
28日㈰ だ液のはたらきを調べてみよう

★科学の広場（参加無料）

　子ども向け。10：30と13：30から実施。
実施日 テーマ

２月11日㈭ 方位磁針を作って遊ぼう

★おもしろサイエンスフェスタ（参加無料）

　おもしろ科学実験や、科学の広場、科学工作、大型望遠鏡
を使った昼間の星の観察、プラネタリウムなど、色々な催し
を予定しています。
日　時　３月６日㈯、７日㈰　9：30～16：00
　内容については、３月の広報もしくは、学校を通じて配布
されるチラシをご覧ください。

★科学教室（要申し込み　有料）

　おもしろサイエンスフェスタの開催中、以下のようなテー
マで科学教室を行います。参加希望の方は、科学センターま
で事前にお申し込みください。

実施日時 テーマ
３月６日㈯  9:30〜11:30 びっくり！紙コップがスピーカーやマイクになる
３月７日㈰  9:30〜11:30 発光ダイオードでオーロラビジョンを作ろう

対　象　小中学生15名（保護者同伴での参加も可）
参加料　300円
申し込み方法
　所定の申込用紙

（市内の児童・生
徒には学校を通じ
て配布）に必要事
項を記入の上、科
学センターまでお
申し込みください。
定員に達し次第募
集を締め切ります。

★夜間天体観望会（要申し込み　有料）

　大型天体望遠鏡を使った天体観望会を下記のとおり行って
います。その時期に見える天体を５個～10個程度見ていき
ます。
　２月は地球に接近中の火星が見ごろとなっています。また、
３月からは環をもつ土星も見えるようになりますので、ご期
待ください。
毎週土曜日の夜間　18：00から、19：00から、20：00から
それぞれ50分程度
要予約　有料（大人300円、高校生250円、小中学生200円、

幼児無料）

科学センターからのお知らせ

問い合わせは
阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：２月１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　上記のイベントの他に、大型天体望遠鏡を使った昼間の観
望会も実施しています。詳細はお問い合わせください。

●第11回　邦楽への招待
『エンジョイ邦楽〜もっともっと“和”』

開催日時　２月７日㈰　午後１時開演（12 時 30 分開場）
会　　場　コスモホール
出　　演　韓国伝統音楽グループ「オウル・リム」

古都和会、浜井 弘保　ほか
入 場 料　一般 2,000 円（全席自由／当日券は 500 円増し）

大学生以下は無料（ただし入場整理券が必要です）

●劇団四季ファミリーミュージカル『はだかの王様』

開催日時　２月 17 日㈬　午後７時開演（６時 30 分開場）
会　　場　コスモホール
入 場 料　Ｓ席 4,000 円　Ａ席 3,500 円　ほか
※チケットによっては完売の場合もありますのでご了承くだ

さい。
※当日券は各 500 円増し（ただし前売り完売の場合当日券

は発売しません）

●明治大学マンドリン倶楽部演奏会

　故・古賀政男によって創設された「明大マンドリン」。今
年はゲストに札幌オリンピックのテーマソング「虹と雪のバ
ラード」や「誰もいない海」などのヒット曲でおなじみ「ト
ワ・エ・モワ」のお二人をお迎えします。
開催日時　３月５日㈮

午後６時 30 分開演（６時開場）
会　　場　コスモホール
出　　演　明治大学マンドリン倶楽部

トワ・エ・モワ
入 場 料　2,500 円（全席自由／当日券は 500 円増し）

■上記の３公演のチケットは情報文化センターほかで販売中
です。

▲１月に行われた科学教室のようす。

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ
◎２月の休館日：１日、８日、15日、16日、22日
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※
乳
が
ん
検
診
は
2
年
に
1
回
の

検
診
で
す
。

対　
象　
乳
が
ん
検
診
は
、
40
歳

以
上
の
女
性
。
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
は
、
20
歳
以
上
の
女
性
。

持
っ
て
く
る
物　
①
が
ん
検
診
受

診
券
（
昨
年
６
月
末
に
各
個
人
に

郵
送
し
て
い
る
ハ
ガ
キ
）
②
健
康

手
帳
③
保
険
証
等
（
阿
南
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
、
高
齢
受
給
者
、

後
期
高
齢
者
被
保
険
者
の
方
は
各

検
診
が
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　
　
　

◆　

◆　

◆

　

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
無

健
康
い
き
い
き
情
報

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

２
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

８
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

９
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

10
日
㈬
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

12
日
㈮
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

羽
ノ
浦
公
民
館

16
日
㈫
椿
公
民
館

22
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

24
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館（
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
）

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時　
間　
新
野
・
福
井
・
桑
野
・
中

野
島
・
椿
・
大
野
・
那
賀
川
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
・
検
尿
・
阿
波

踊
り
体
操

（
今
月
の
テ
ー
マ
は
、
減
塩
味
噌
汁

で
脳
卒
中
予
防
〜
あ
な
た
の
お
う
ち

の
味
噌
汁
は
ち
ょ
う
ど
い
い
？
）

持
っ
て
く
る
物　
健
康
手
帳
（
な
い

方
は
交
付
し
ま
す
。）
味
噌
汁
を
持

参
す
れ
ば
塩
分
濃
度
を
測
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

２月　献血実施一覧
実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間

２日㈫ 阿南農業協同組合（アグリあなん） 桑 野 町 10:00〜11:30
四国加工機㈱阿南食品工場 山 口 町 13:00〜14:00

17日㈬ バイオ科学㈱ 那賀川町 10:00〜11:30
国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所 領 家 町 13:00〜14:30

18日㈭ フジグラン阿南店 領 家 町 10:00〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは
徳島県赤十字血液センター（☎088－631－3200）へ

臨
時
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ

　

わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
１
位

は
、
が
ん
で
、
死
亡
者
総
数
の
約

3
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
が
ん
で
命
を
お

と
さ
な
い
た
め
に
も
早
期
発
見
が

非
常
に
大
切
で
す
。
今
年
度
最
終

に
日
程
を
追
加
し
て
、
臨
時
の
が

ん
検
診
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、

阿
南
市
民
の
方
で
ま
だ
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
受
け

く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

日　
時　
２
月
９
日
㈫　

受
付
午

前
９
時
〜
10
時

対　
象　
40
歳
以
上
の
方

婦
人
が
ん
検
診

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

日　
時　
２
月
20
日
㈯　

受
付
午

前
９
時
〜
10
時
・
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

内　
容　
乳
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診

※
乳
が
ん
検
診
の
み
要
予
約
で
す
。

（
午
前
・
午
後
定
員
各
40
名
）

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
へ
。

　

無
料
で
受
診
で
き
る
検
診
の
実

施
期
間
が
２
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
相
談
に
つ
い
て

　

あ
な
た
は
、
自
分
の
体
組
成
の

状
態
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

今
月
は
、
体
内
年
齢
・
基
礎
代

謝
量
・
筋
肉
量
・
推
定
骨
量
な
ど

の
体
組
成
測
定
を
行
い
ま
す
。
自

分
の
か
ら
だ
の
状
態
を
知
り
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
等
健
康
管
理
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
２
月
５
日
㈮　

午
前
10

時
〜
11
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　

健
康
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）、
健
診
等
の
結
果

（
相
談
を
希
望
す
る
方
の
み
）　

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
楽
し
く
た
め
に
な

る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
憩

い
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

対象年齢 教　室　名 日　　時 講　　　師 内　　　容 持ってくるもの

どなたでも 阿波踊り体操
教室

12日㈮
午前10:00〜11:00

（受付・健康チェック
9:30〜）

あなん阿波踊り体操
愛好会会員（阿波踊
り体操指導員）

阿波踊り体操（基
本編、メタボリッ
クシンドローム予
防・改善編　他）

タオル・水分補給用飲
み物

40〜64歳
やせたい人の
ための健康フ
ィットネス

26日㈮
午前11:00〜正午

（受付・健康チェック
10:30〜）

健康運動指導士
関本真美　先生

体脂肪減少を目的
としたエアロビク
ス体操

タオル・ヨガマット（な
ければバスタオル）・
水分補給用飲み物・健
康手帳（お持ちの方）

65歳以上
高齢期からの
筋力アップ体
操教室

25日㈭
午前10:30〜11:30

（受付・健康チェック
10:00〜）

健康運動指導士
井上　澄　先生

ボールを使った筋
力をつけるための
体操

タオル・運動靴・健康
手帳（お持ちの方）

※すべての体操の前に健康チェックをしています。必ず会場入り口で血圧測定をしてから、体操にお入りください。
※当日の体調によっては、体操への参加をお断りすることがあります。

２月の健康体操教室　会場はすべてひまわり会館で行います。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ
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新型インフルエンザワクチン接種について

払い戻しの手続きはお済みですか？
　負担軽減対象者のうち、平成21年10月19日以降に接種費用を支払った方には、保健センターで払い戻しの手続きを行
いますので、本人又は保護者（接種者が子どもの場合）の方が申請にお越しください。

手続きの締め切り 窓口（対応時間：平日8時30分〜17時） 手続きに必要なもの

3月31日㈬ 保健センター（☎22−1590）
①接種済証　②医療機関の領収書　③印鑑　④振込先
のわかるもの（子どもの場合は保護者の通帳等）

接種スケジュールについて
　平成21年12月15日において「ワクチン接種の基本方針」が改定され、ワクチン接種スケジュールの前倒しがあり、変
更されています。

くわしくは保健センター（☎22－1590）までお問い合わせください。

健
康
講
演
会
の

お
知
ら
せ

　

平
成
9
年
以
降
、
脳
卒
中
は
死
因

順
位
の
第
3
位
が
続
い
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
で
死
亡
す
る
人
は
減
少
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
は
全
死

亡
者
の
11
・
１
％
、
12
万
６
千
人
が

脳
卒
中
で
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
介
護
が
必
要
と
な
る
最
大

の
原
因
で
あ
る
脳
卒
中
。
近
年
の
医

療
の
進
歩
に
よ
り
、
脳
卒
中
に
な
っ

て
も
、
死
亡
を
免
れ
る
こ
と
が
増
え

た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
健
や

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
脳
卒
中

予
防
の
方
法
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。

演　
題　
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た

め
に
」
〜
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る

こ
と
〜

講　
師　
那
賀
町
医
療
政
策
課
参
事

相
生
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長　

濱
田

　

邦
美　

先
生

日　
時　
2
月
17
日
㈬　

午
後
2
時

〜
3
時
30
分

会　
場　
ひ
ま
わ
り
会
館

入
場
無
料
・
事
前
申
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

　ノロウイルスによる食中毒は一年を通して発生しますが、特に冬に

流行します。

　牡蠣などの 2枚貝の生食による食中毒が有名です。

　人の腸内で増殖し、ごく少量の感染でも発生します。

こんなことに気をつけましょう。

①調理前、食事の前やトイレの後などには十分に手を洗いましょう。

②十分に加熱すれば滅菌することができます。（食品の中心温度 85

℃以上で１分以上加熱）

③牡蠣などを調理した際は、水などがはねて他の調理器具が汚染され

ないように配慮するとともに、調理器具は使用後洗浄しましょう。

また、塩素系漂白剤による殺菌が有効です。

　症状が治まっても２〜3週間は糞便中にウイルスを排泄しています。

　感染者の吐物や便の処理をする場合は、マスク、手袋をし、汚染を

受けた人はよく消毒をしてください。

　手洗いは予防の基本です。　正しい手洗いをしましょう。　　

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

ノロウイルスによる
感染性胃腸炎に気をつけましょう！

負 担 軽 減 対 象 者 助成内容 窓口（対応時間：平日8時30分〜17時） 手続きに必要なもの
生活保護世帯員 全額無料 福 祉 課（☎22−1592） ①印鑑
市民税非課税世帯員※ 全額無料

保健センター（☎22−1590）
①印鑑　②健康保険被保険者
証・母子健康手帳・学生証
等の年齢確認のできるもの

妊婦・幼児・小学生・中学生
（上 2段の該当者を除く）

１回目無料

※市民税非課税世帯員であることの認定は、平成21年１月１日時点で阿南市に住所がある方です。その日以後に本市に転入した
方は非課税世帯員であることを確認できる書類を先に住んでいた市町村でもらってきてください。

負担軽減対象者と窓口

接種スケジュールの目安（平成22年１月12日現在）

優先的に接種する対象者 開始時期 優先的に接種する対象者 開始時期
小児科領域の慢性疾患（最優先）のある方

実　施　中

１歳未満の子どもの保護者など

実施中
妊婦および基礎疾患（最優先）のある方 小学校４〜６年生
基礎疾患（その他）のある方 中学生・高校生
１歳〜就学前の子ども・小学校１〜３年生 高齢者（65歳以上）

優先的に接種する対象者以外 開始時期
健康成人 国において検討中
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阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
阿
南
市
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
お
子

さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
っ
て
、
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭

に
対
す
る
育
児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
施
設
を
開
放
し
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

豆
ま
き
を
し
よ
う

12
日
㈮　

折
り
紙
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　

パ
ン
ダ
を
作
り
ま
す
。

19
日
㈮　

子
育
て
教
室

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
か
ら

講
師　

徳
島
文
理
大
学
名

誉
教
授　

寒
川
伊
佐
男
先
生

演
題
「
乳
幼
児
の
発
達
と

家
庭
の
し
つ
け
」

23
日
㈫　

身
体
測
定

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
さ
ん

母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

26
日
㈮　

お
誕
生
会

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び　
５
日
㈮
、
９

日
㈫
、
16
日
㈫

　

手
遊
び
、
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム

　

希
望
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
毎
日
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
相
談
は
随
時
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

時　
間　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後

２
時

問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

親
子
で
楽
し
い
豆
ま
き
を

し
よ
う

９
日
㈫　
「
こ
ど
も
と
本
の
出
会
い
」

－

自
分
の
言
葉
を
持
っ
て

い
ま
す
か

－

日
本
児
童
図
書
評
議
会　

末
宗
辰
彦
先
生

16
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
さ

ん
に
よ
る
人
形
劇

23
日
㈫　

お
誕
生
会

「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」

野
本
ふ
く
み
先
生

時　
間　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時

場　
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（

橘
保
育
所
）

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

豆
ま
き

９
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

12
日
㈮　

山
下
助
産
師
さ
ん
の
育
児

講
座

19
日
㈮　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
さ

ん
の
人
形
劇

　
　
　
　

橘
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階

23
日
㈫　

お
誕
生
会

時　
間　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
２
時

30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

身
体
計
測

９
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

16
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

23
日
㈫　

お
誕
生
会

午
前
10
時
30
分
か
ら

ご
利
用
時
間
の
変
更
お
知
ら
せ

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時　

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

つどいの広場「すくすく in 阿南」のようす。（１月12日：ひまわり会館にて撮影）
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つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
２
月
の
日
程
》

10
日
㈬　

桑
野
公
民
館

12
日
㈮　

新
野
公
民
館

17
日
㈬　

長
生
公
民
館

24
日
㈬　

福
井
公
民
館　

26
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
２
日
㈫
、
３
日
㈬
、

５
日
㈮
、
９
日
㈫
、
16
日
㈫
、
19
日

㈮
、
23
日
㈫

時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

（
那
賀
川
子
育
て
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
２
月
の
日
程
》

２
日
㈫　

お
に
の
お
面
作
り

３
日
㈬　

お
店
ご
っ
こ
打
ち
合
わ
せ

５
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

７
日
㈰　

那
賀
川
角
だ
こ
保
存
会
に

よ
る
た
こ
揚
げ
と
親
子
も

ち
つ
き
大
会

８
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

12
日
㈮　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
作
り

15
日
㈪　

臨
時
休
園

16
日
㈫　

発
育
計
測

19
日
㈮　

お
誕
生
会

22
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

24
日
㈬　

お
店
ご
っ
こ

26
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

※
自
衛
隊
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開　
園　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１
６
３
）
へ

阿
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
㈶
徳
島
県
勤
労
者
福
祉
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

フ
ァ
ミ
サ
ポ
サ
ー
ビ
ス

体
験
交
流
会

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
つ

く
り
と
お
子
さ
ま
ワ
ク
ワ
ク
遊
び
の

広
場
で
す
。
無
料
保
育
室
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
は
指
人
形
や

　“肌に手を当てて触れあうことは健康のもとであり全ての治療の原点であ

る。事実、「手当て」という言葉はここから生まれてきたものである。”と、

ある週刊誌に書かれてあった。

　たしかに、この『手当て』の効能を幼稚園では実感することが多い。

　子どもが熱っぽいと言ったら額に手を当てて熱を測る、おなかが痛いと言

ったらおなかをさする、足が痛いと言ったら足をもむなど、それだけの『手

当て』で子どもの表情は和らぎ、多少の熱や腹痛でも落ち着いてくる様子を

目の当たりにしてきた。

　まず、手で触れて相手の気持ちを確かめる。それが愛情を表す最良の方法

だと思う。子どもが調子の悪さをうったえると、状態により、すぐに病院に

連れて行くことも大切なことだが、それをする前にスキンシップを多用しな

がら相手と気持ちを通わすことで、より絆が深まるのではないだろうか。

　この前、咳き込んでいる子どもの額に“どれ！熱は大丈夫？”と言いなが

ら手を当てようとすると、さっと避けられた。私は一瞬ドキッとして、複雑

な思いをした。と、同時にこの子がそういう行動をとった裏には何があるの

かと考えさせられた。	 学校教育課　

　− 手 当 て （ て あ て ）  −

子育て一言メモ

親子教室「シルバーママ」のご案内
名　称 内　　容 実施日 申込期間 定員

シルバー
ママの脳
内トレー
ニング

お絵かきやブロック遊び・
身近なものを使ってお子様
の脳を活性化しましょう。

２月
17日㈬

２月
１日㈪〜 15組

　シルバー人材センターでは資格保持者や経験豊かな高齢者の皆さん
が多数登録しています。この機会に育児の悩みや子育ての不安をお話
してみてはいかがですか。
時　　間　午前10時〜正午　　　
場　　所　ひまわり会館
参 加 料　１組500円
対 象 者　阿南市在住の就学前の子どもと保護者（託児をしていま

す。）
申込方法　電話にて事務局にお申し込みください。定員になり次第締

め切らせていただきます。
※参加者全員に特典付き出席カードをお渡しします。
くわしくは　㈳阿南市シルバー人材センター事務局

（☎23－2630）へ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

２
月
の
日
程　
10
日
㈬
、
25
日
㈭

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、６
週

間
以
上
あ
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。

紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
で
遊
び
ま
す
。

日　
時　
２
月
11
日
㈭　

午
前
９
時

〜
正
午

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
松
田
聖
恵
さ
ん

参
加
費　
５
０
０
円

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※
定
員
20
名
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

５
５
５
０
）
へ
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設２月の休館日

人口 78,295人（－  11）
男 37,786人（－  23）

女 40,509人（＋  12）

世帯数 29,074世帯（＋  26）

●平成21年12月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 ９･23日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ４・18日㈭
午後1時30分〜
4時30分　	要予約

市役所市民相談室 市民生活課	☎22－1116

消 費 相 談 5・12・19・
26日㈮ 午後1時〜3時

市役所市民相談室 市民生活課☎22－1116

登 記 相 談 26日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 １・８・15・
22日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

１日㈪ 午前10時〜
午後3時 椿住民センター 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 ４日㈭
午後1時30分〜

4時
富岡公民館
那賀川社会福祉会館

人権啓発課
☎22－3094

人権相談所 10日㈬ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22－3094

健 康 相 談 ５日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 18日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈪ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22－3790

年 金 相 談 今月はありません 午前9時〜
午後4時	 要予約 市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所

☎088－652－1511

女性の生き方
何でも相談

２・９・16・
23日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

４・18日㈭ 午後1時〜4時
要予約

サンアリーナ １・８・15・22日

那賀川スポーツセンター ３・10・17・24日

羽ノ浦健康スポーツランド １・８・15・22日

２月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

7 殿谷整形外科医院 津乃峰町 ☎27−3334

11 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

14 三谷内科 富 岡 町 ☎23−0222

21 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

28 是松医院 津乃峰町 ☎27−0316

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

※３月の法律相談の予約は、２月１日から受け付けています。

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

●市税日曜窓口は　２月28日㈰です。

市税の納付は、安全で便利な口座振替で！
（申し込みは、金融機関の窓口でお願いします）

※10月から相談日が月４回になり、場所も変更になりました。

市税の納め忘れはありませんか？
今一度、確認をお願いします。
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土佐街道を行く…桑野町
　街道は長生町と桑野町の境である「切石」を抜けて、桑野盆地に入る。

　同地は鎌倉時代には「桑野御厨」と呼ばれ古くから開けた地であった。

　街道には駅路寺が設けられ、那賀奥へと向かう道が分岐するなど交通の要地でもあっ

た。道は難所の花坂峠へと続く。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第45回

　華やかな振袖と真新しいスーツに身を包んだ新成人たち。カメラのレンズを
向けると、はちきれんばかりの笑顔で応えてくれる。どの子も笑顔、笑顔、笑
顔だ。成人式は一生に一度のみだが、笑顔はずっと続く。苦しいとき、哀しい
とき、そして道に迷ったとき、その笑顔さえあれば乗り越えることができる。
新成人たちの未来に幸あれ。（Ｙ）

編集室の

窓

② 

梅
谷
寺
（
桑
野
町
鳥
居
前
）

　

寺
は
江
戸
時
代
、
駅
路
寺
に
指
定
さ
れ
、
藩
か
ら
10
石
が

給
さ
れ
領
内
の
治
安
対
策
と
旅
行
者
へ
の
宿
泊
提
供
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
藩
主
の
巡
国
や
幕
府
巡
検
使
の
宿
泊
所
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
近
く
の
天
神
社
に
は
市
指
定
天
然
記

念
物
千
代
の
大
杉
が
そ
び
え
て
い
る
。

←
新
野
町

←山口町

内原町
→

〒

文

駅

①

②

③ ④

⑥

桑
野
川

⑤

●
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

●自動車学校

JR牟
岐線

① 

旧
道
の
た
た
ず
ま
い
（
桑
野
町
大
地
）

　

新
大
地
橋
を
渡
ら
ず
山
裾
の
細
い
旧
道
を
歩
く
。
道
は
緩

や
か
に
曲
が
り
な
が
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
進
む
と
高
台
の
子
安

神
社
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
旅
人
は
桑
野
川
を
歩
い
て
渡
っ
て

い
た
と
「
阿
波
国
海
陸
道
度
之
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑥ 

花
坂
峠
旧
道
（
桑
野
町
花
坂
）

　

県
道
が
開
通
す
る
ま
で
は
山
中
を
九
十
九
折
す
る
難
所
中
の
山
道
で
あ
っ
た
。
脇
道
に
少
し
入
る
と
、

旧
道
の
名
残
は
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
草
生
し
て
お
り
、
も
の
寂
し
い
。

④ 

桑
野
城
跡
（
桑
野
町
岡
元
）

　

小
学
校
の
前
か
ら
小
高
い
台
地
状
の
丘
が
見
え
る
。
中
世
戦
国
時
代
の
城
跡
で
あ
り
、
土
佐

の
長
宗
我
部
元
親
が
阿
波
侵
攻
の
際
に
は
養
女
の
婿
に
迎
え
ら
れ
た
ほ
ど
の
武
将
で
あ
っ
た
東

条
関
之
兵
衛
の
居
城
で
あ
っ
た
。
現
在
は
萬
福
寺
が
建
つ
。

⑤ 

浦
の
内
一
里
松
跡
（
桑
野
町
花
坂
）

　

直
進
す
る
県
道
を
分
岐
し
て
東
側
に
入
る
。
一
里
松
跡
に
は

標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
同
地
区
に
伝
わ
る
獅
子
舞
（
市
指

定
文
化
財
）
は
付
近
の
鳥
取
山
に
て
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

③ 

子
ど
も
を
優
し
く
見
守
る
石
像
（
桑
野
小
学
校
校
庭
）

　

道
を
降
り
て
い
く
と
、
校
庭
の
片
隅
で
校
舎
を
見
つ
め
る
よ
う
に
立
つ
石
像
に
出
会
う
。
石

に
刻
み
込
ま
れ
た
「
大
空
へ
高
く
は
ば
た
け　

つ
ぼ
み
っ
子
」
の
文
字
。
そ
の
傍
ら
に
は
地
域

の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
が
ふ
れ
あ
え
る
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
人
た
ち
が
い
か
に

子
ど
も
を
慈
し
み
愛
情
を
注
い
で
い
る
か
窺
い
知
れ
る
。


